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（博士論文審査の結果の要旨） 

本論文は，未利用熱の有効利用を想定した熱媒体として糖アルコールスラリーを提案し，シス

テム設計に必要な基本的な特性を明らかにするとともに，その有用性を示すものである．糖アル

コールスラリーは，糖アルコールの大きい融解潜熱に加え，スラリーの高い流動性を兼ね備える

ため，非常に高い熱輸送能力を有する熱媒体である．糖アルコールの中でも特に有望な候補であ

る，エリスリトールとマンニトールに着目して検討を行っている．

 第一章では，研究背景，研究目的を述べるとともに，関連する先行研究を整理して紹介してい

る．

 第二章では，エリスリトールスラリーの中低温用熱媒体としての基礎特性をまとめるとともに，

糖アルコールスラリーを用いたシステムの一案を示し，システム設計のために必要な基礎的な特

性を整理して示している．

 第三章では，糖アルコールスラリーの見かけの比熱のモデル化を行い，システムにおいて蓄熱

量を計算する際に有用な知見を示している．

 第四章では，糖アルコールスラリーの流動特性と熱伝達特性を明らかにし，システムにおいて

糖アルコールスラリーを配管輸送・熱交換するために不可欠な知見を示している．

第五章では，エリスリトールスラリーの閉塞性について明らかにし，システムにおいて糖アル

コールスラリーを安定して流動させ，安全に用いるために必要な知見を示している．

第六章では，糖アルコールスラリーを用いた蓄熱・熱輸送システムの提案を行い，実際に糖ア

ルコールスラリーを利用する場合の具体的なシステムの概要を紹介するとともに，その利点を整

理して示している．

第七章では，以上の結果を総括し結論を述べている．

また，これらに関連する有用な知見を 4 つの章にまとめて付録として示している．これらは，

論文のストーリーの流れをわかりやすくするために付録としてはいるが，いずれも糖アルコール

の性質を理解し，適切なシステム設計を行ううえで重要な情報である．

 以上に示すように，本論文では，新しい有望な熱媒体である糖アルコールスラリーの特性につ

いて，丁寧かつ詳細な検討が行われている．また，予備審査において，審査委員から特に修正依

頼のあった，次の事項，１．研究背景，２．周囲の研究状況と本研究の位置づけ，３．本研究で提

案する技術の優位性，を明確にするという点について，本審査までに適切に加筆・修正が行われ

た．その他の指摘事項についても真摯に再考，修正がなされ，研究の質が大幅に向上したことが

見受けられる．以上の理由により，本論文は，博士の学位論文に値すると判定する．
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